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Abstract (Aim, Use
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Contents)

鉄硫黄クラスターは、鉄イオンと硫化物イオンから構成される金属補因子であり、
構造や元素組成の違いにより、主に[2Fe-2S]、[3Fe-4S]、[4Fe-4S]型が多く用いら
れる。これらの鉄硫黄クラスターは、どれも、細胞内で生合成系マシナリーによっ
て生合成されており、最も研究されてきたISCマシナリーにおいては、IscSとIscU
が必須成分として働く。[2Fe-2S]型の生合成は、IscS-IscU複合体、[4Fe-4S]型の生
合成はIscU二量体がそれぞれ機能して合成されることが、多くの研究で示される一
方で、[3Fe-4S]型の生合成は全く不明である。1つの仮説として、IscU二量体
は[2Fe-2S]を2つ保持して1つの[4Fe-4S]を合成することから、もしこの過程で何か
しら別の成分がIscU二量体に関与しFeイオンが1つ抜ければ、[3Fe-4S]型が合成で
きるのではと考えた。そこで、本研究では、様々な添加剤をIscU二量体に加えた場
合に、 [3Fe-4S]型が生成するかどうかについて、EPRスペクトル測定によ
る[3Fe-4S]型特有のシグナルの観測を用いた分析により調べた。

実験
Experimental

精製したIscU二量体に対し、ISCマシナリーのIscS以外の構成成分(例：IscA）、酸
化剤（例：H2O2)、キレート剤（例：EDTA）などを添加し反応させた。またIscUの
金属結合部位周辺のアミノ酸をアラニンに置換したIscU変異型を調製した。鉄硫黄
クラスター由来の茶色が維持された系において、4mm石英EPRチューブに封入
し、12K または20Kの極低温で、3000 G–4000 GでのX-band EPRスペクトルを測
定した。測定にはCryoStat E910を装着したBruker E500を用いた。

結果と考察
Results and Discussion

添加剤を加えた系では、どの場合にも茶色が退職し、鉄硫黄クラスターが安定に保
持できないことがわかり、EPRスペクトル測定は実施できなかった。一方、活性部
位のいくつかの残基をアラニン単置換したIscU変異型の場合では、1つのアラニン
置換変異型IscUが鉄硫黄クラスター由来の茶色を呈し、そのEPRスペクトルは弱い
ながらも酸化型[3Fe-4S]クラスター由来と思われるEPRスペクトルを示した。よっ
て、この変異導入箇所およびその周辺が[3Fe-4S]の形成に何かしら重要な役割を示
すことが示唆されたが、実際に構造上どのような仕組みでこの[3Fe-4S]の形成が起
きたかは、他の測定も組み合わせて考察する必要があると考えられる。
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